
静岡新聞で学ぼう

年 組 名前
（中学校～高校／国語、総合）作問者：静岡新聞ＮＩＥコーディネーター 矢沢和宏

２０２０年１１月１９日朝刊記事を読んで、問いに答えなさい。

①「考える人」の彫刻は誰の作品か。（ ）

②Ｍ．Ｏ．サルナラヤナン博士が学術誌で警句を発した内容を４０字以内で書きなさい（句読点を含む）。

③「クリックする人」や「スクロールする人」の「情報との接し方」はどのようになる傾向があると考えられる
か。

④ネットの必要性が増す中での「考えることの必要性」について、あなたの考えを書きなさい。



静岡新聞で学ぼう

年 組 名前
（中学校～高校／国語、総合）作問者：静岡新聞ＮＩＥコーディネーター 矢沢和宏

２０２０年１１月１９日朝刊記事を読んで、問いに答えなさい。

①「考える人」の彫刻は誰の作品か。（ ロダン（オーギュスト・ロダン） ）

②Ｍ．Ｏ．サルナラヤナン博士が学術誌で警句を発した内容を４０字以内で書きなさい（句読点を含む）。

③「クリックする人」や「スクロールする人」の「情報との接し方」はどのようになる傾向があると考えられる
か。

④ネットの必要性が増す中での「考えることの必要性」について、あなたの考えを書きなさい。

解答例

（例）インターネットが人間の本質を「考える人」から「クリックする
人」に変えている。（３８字）

（例）情報を精査することなく、自分の期待する答えを求めて
ネット空間をさまよう傾向にある。

（例） 主体的な判断をするためには、自分に都合の悪い情報も含めて情報を収集、
吟味し、多様な視点から「考える」必要があると思う。
情報を精査し、その正確さを確認するためには、「考える」ことが必要になる

だろう。 など


